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皆さん、麻雀と聞くと何をイメージしますか。私の若い頃は、「賭け」、「徹夜」、「タ
バコ」等、決して良いイメージでは無かったですよね。会社によっては就業規則に「麻雀
の禁止」規定していましたし、懲戒処分の対象にもなっていたりもしました。いつの時代
も賭け事が好きな人は多いようです。時代が変わり、最近はお年寄りのいわゆる「呆け防
止」の為に麻雀がそれなりに流行っているらしいですが、今日の新聞で「Ｍリーグ」なる
ものの存在を知りました。麻雀のゲームとしての素晴らしさを広く知ってもらうための麻
雀のプロリーグだそうです。私個人は、麻雀とういの、運と実力のバランスがとても良く
出来ているゲームだと思っていますので、従来の負のイメージが払拭されるのは大歓迎で
す。

若い世代が考える仕事と育児の両立について
～共育（トモイク）プロジェクト調査結果より～

厚生労働省の広報事業「共育（トモイク）プロジェクト」は７月３０日、１５歳から ３
０歳の若年層１３，７０９人を対象に実施した「若年層における仕事と育児の両立に関す
る意識調査」（速報）を公表しました。
調査によると、若年層の６４．８％が「共育てをしたいが、実現のためには社会や職場

の支援が必要」と回答しました。共育ての必要性は広く認識されているものの、制度や環
境面での支援整備が課題として浮き彫りになっています。また、育児や家事の分担につい
ては約７割が「性別は関係ない」と回答し、男女の役割に関する意識変化が明確です。
※「共育て」とは、パートナー同士が協力し合って、家事・育児に取り組むことをいいま
す。

１．育児休業取得意向の高さと理想の働き方
育児休業の取得意向は高く、若年社会人の７１．８％が育休取得を希望しています。そ

のうち約８割が「１か月以上の育休取得」を希望していることもわかりました。理想の働
き方としては「仕事と家庭の両立」や「柔軟な働き方」を重視する傾向が強く、理想の働
き方が実現した場合に「仕事のモチベーションが高まる」と回答した割合は７４．４％に
のぼっています。
一方、理想の働き方が実現できていない若年層は、子育て期間中の離職意向が理想の働

き方ができている層に比べて２４．３ポイント高いことも明らかになりました。

２．企業に求められる具体的支援策
若年層が理想の働き方を実現するために望む支援としては、
１位：「残業時間の抑制」（２２．３％）
２位：在宅勤務の活用」（２２．１％）
３位：「有給休暇の取得促進」（２１．６％）
が挙げられており、これらの支援は離職抑止や働きやすさ向上に寄与すると考えられま

す。
また、厚生労働省の調査によれば、２０２４年度の男性育児休業取得率は４０．５％で

した。これを受けて厚生労働省では、２０２５年度には５０％の取得率達成を目指してい
ます。若年層の育児や共育てに対する意識の変化に合わせ、企業側は制度の充実と職場環
境の整備を一層進める必要がありすです。

仕事と育児の両立は、個々の社員だけでなく、企業の持続的な成長や社会全体の活力に
も影響を与える重要なテーマであり、今後も若年層のニーズを踏まえ、多様な働き方と支
援体制の構築が求められると考えます。

【厚生労働省「若年層における仕事と育児の両立に関する意識調査（速報）」】
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